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沿海鉱物資源探査と.

地下水開発の国際集団研修始まる

エカフェからの強い要望にこたえてかねて準備中であ

った沿海鉱物資源探査(O丑･shoreprospecti㎎)と地

下水開発(Gramdwaterresourcesexp1orati㎝)に関す

る2つの国際集団研修がそれぞれ去る5月18目6月

5目から開講された.

これらの集団研修コｰスは肩本政府の経済協力の一

環として海外技術協力事業団が行なう70におよぶ集団

研修の一部となるカミ講義実習の技術面は地質調査所

が中心となって担当するもので各大学官庁舎杜か

ら講師の派遣実習等について協力を得ている.

沿海鉱物資源探査コｰスは5月16回開講式

18目から講義がはじめられた.研修生は韓国2中華

民国3フィリピンベトナムタイマレｰシア各1

インドネシア2の計11名で講師は約25名である.コ

ｰス予定としては8月はじめまで地質鉱床地球物

地下水開発コｰスは6月5目開講式を行放い

午後からただちに講読が開始された.研修生は韓国

フィリピンタイラオスビルマインドネシアゼ

イロンインドパキスタンアフガξスタンｰイラン

各国から各1名計11名で講師は同じく約25名である.

このコｰスでは講義と実習工場工事現場の見学な

どをおりま晋で進む予定で同じく12月はじめにコｰス

を終える予定である.
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地質調査所としてはこれら研修のための施設を急い

でいるがとりあえず講義は海外技術協力事業団付属

の講義室で開始された.

すでに開始された研修から得た印象としては研修生

は皆それぞれの国を代表する中堅技術者で研修終了後

自国に帰って重要な任務を与えられることになっている

ためきわめて熱心でありまじめな研修が続けられて

いる.このような研修は地質調査所にとっ.てはじめて

のことでもありまた講義も英語で行なわれているので

いろいろ手違いや不備な点もあるようであるが講師と

研修生の熱意によってこれを克服して行けると思われ

来年度再来年度にはより充実した内容のあるのにした

い考えである.

(筆者は海外地質調査協力室長)
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